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概 要 
  

当部は、原虫及び蠕虫による感染症全般に係る基礎な

らびに応用研究を行っている。疾患対象としては、赤痢

アメーバ、ジアルジア、クリプトスポリジウム、ミクロ

スポリジアなどの腸管寄生性の原虫、アカントアメーバ

等自由生活性アメーバ、トキソプラズマ・マラリア原虫

などの単細胞真核生物である原生生物（原虫）による感

染症と、条虫・回虫・肺吸虫・アニサキス・エキノコッ

クス症など、多細胞真核生物である蠕虫による感染症が

挙げられる。これら寄生虫感染症の国内外の現況把握の

ために、疫学・分子疫学調査を継続的に行った。また、

寄生虫感染症に対する検査・診断法の開発・評価、治療

法の創成に繋がる基盤的な研究を行った。同時に、寄生

虫感染症の病理と寄生・病原機構の分子レベルでの理解

を目指した基礎研究を行った。また、各寄生虫に関する

依頼検査、レファレンス業務、研修、国際協力活動を行

った。 

 第一室では、腸管原虫症、特に赤痢アメーバ症・ジ

アルジア症・クリプトスポリジウム症・ミクロスポリジ

ア症の診断法開発や疫学・分子疫学研究を行った。また

赤痢アメーバの病原・代謝機構の統合的解明を目指す研

究を展開した。同時に、原虫特異的代謝経路を標的とし

た創薬研究を行った。また、自由生活性アメーバの起こ

す角膜炎ならびにこれに媒介される細菌感染症に関する

疫学・分子疫学・病因学的な研究を行った。 

第二室においては、食品由来寄生蠕虫症（アニサキス

症、肺吸虫症、横川吸虫症・異形吸虫症、裂頭条虫症、

テニア症、有鉤嚢虫症など）、ならびに動物由来寄生蠕虫

症（エキノコックス症、アライグマ回虫症、トキソカラ

症など）を対象とし、遺伝子診断法や血清診断法開発の

ための基礎的研究や疫学的研究を行った。また、テニア

症（有鉤嚢虫を含む）、裂頭条虫症や肺吸虫症に関しては、

その検査診断法開発に不可欠な寄生虫材料の採取や疫学

的情報収集を海外の流行地において行った。エキノコッ

クス症については汚染地域拡大防止と食肉衛生検査所を

対象に分子病理診断に関する研修事業を行った。アライ

グマ回虫による幼虫移行症については発生予防と監視を

目的にした調査研究を行った。国内外の医療研究機関か

ら送付された臨床検体（病理組織標本を含む）について

は、血清検査や遺伝子検査により診断のサポートを行っ

た。 

 第三室では、マラリア、住血吸虫、トキソプラズマ、

赤痢アメーバなどを主な研究対象とした。マラリアや住

血吸虫は、現在日本ではもっぱら輸入感染症として問題

になっているが、いまだ国内にベクターとなる蚊や陸生

貝が生息しており、今後、再興感染症となる可能性を否

定できない。そこで、これらの感染症の浸淫地との国際

交流や気候・環境変化に伴う、日本での感染拡大の可能

性を検討し、効果的防御法に関する研究を行った。特に、

対象とする病原体の国内侵入と蔓延を阻止するうえで利

用可能な検査・診断法の研究を重点的に進めているが、

研究成果の一部は、実際に途上国での寄生虫症対策にも

応用された。さらに、トキソプラズマにおける植物様細

胞内器官、植物様ホルモンに関する研究を行った。また、

赤痢アメーバ原虫の細胞内侵入や病原性と関連する膜輸

送に関する研究を行った。 

 研究費としては厚生労働省科学研究費補助金（新

興・再興研究事業費、顧みられない病気に関する研究等）、

文部省科学研究費補助金、ヒューマンサイエンス財団政

策創薬総合研究事業費等を取得した。人事面では 4 月 1

日付けで永宗喜三郎が第三室主任研究官として採用され

た。再任用職員として、川中正憲、古屋宏二、客員研究

員として影井昇、松田肇、千種雄一、亀井喜世子、協力

研究員として佐藤暖、渡辺恒二、高岡紀子、岡田麻美、

川原史也、下河原理江子、黒木俊郎、荒川京子、小村麻

子、梅原梓里、Jeelani Ghulam, Ahmad Bilal Andrabi Syed、

Claudia Leticia Mendoza Macias、Bethel Kwansa-Bentum, 

Mohammed Essa Marghany Tolba, 流動研究員として三田

村文香、牧内貴志、青沼宏佳、坪井久美子、研究生とし

て Mohammad Abu Yousuf, Afzal Husain, Aleyla 

Escueta-de Cadiz, Gil Mallari Penuliar, 非常勤職員

として、桝田京子、森有加、村上裕子、臨時研究補助員

として中曽根英子、田原美智留、賀川千里、古川敦、福

士路花が、実習生として間瀬望、花館有希が在籍し、研

究等に従事した。 

 

業 績 

 

調査・研究 
I. 検査法・診断法・不活化法の開発 
1．原虫症診断法・検出法・不活化法の開発 

(1) ジアルジア迅速診断検査法の開発 

 国内外で重要な消化管寄生性原虫であるジアルジア症

に関して、国内での抗原検査用抗体生産を目的に、ジア

ルジアのシスト壁由来成分を抗原としてモノクロナル抗

体の開発を行った。その結果、複数の有用な抗体作成に

成功した。クリプトスポリジウムや赤痢アメーバ等ジア

ルジア以外の消化管寄生性原虫に対する交叉反応性、ま

た検査目的とする糞便内の 65KDa タンパク質との反応性

試験の結果から、特異性、感度に関して作成された抗体

の有用性が高いことが確認された。現在、ELISA 等実用

的な免疫抗原検査キット開発への準備を進めている。[八

木田健司、宮崎誠生（株アーク・リソース）] 

 

(2) クリプトスポリジウムの生残性に関する研究 

 生きたクリプトスポリジウムの示す生物活性の指標と

なる脱オーシスト能とクリプトスポリジウムの 18SrRNA

の RT 定量 PCR との関係を調べた。マウス糞便中に排出さ

れた C. parvum のオーシストを実験的に失活させるため、

温度 40℃、10 日間保管した。排出直後と比較して脱オー

シスト能は約 25％に低下、また 18SrRNA 量は約 10％に低

下し、18SrRNA の RT 定量 PCR は脱オーシスト能と同様な
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挙動を示した。さらに様々な条件下での試験を行い、

18SrRNA の RT 定量 PCR のクリプトスポリジウムの生残性

を評価する指標として有用性を明らかにする。[八木田健

司、泉山信司、村上裕子] 

 

(3) LAMP 法によるクリプトスポリジウム等の検出感度 

 RT-LAMP 法によるクリプトスポリジウムならびに LAMP

法によるジアルジアの検出感度を検討した。同じ鋳型量

の反応を 8回行い、rRNA を標的としたクリプトスポリジ

ウムの RT-LAMP による検出は限界希釈法によってオーシ

スト0.006 個相当から安定して陽性反応が得られること

を確認した。一方、ジアルジアは rDNA のコピー数が多い

ことから逆転写反応を行うことなく、シスト 0.006 個相

当の抽出液から安定して陽性反応が得られた。検出系が

高感度化されたことで、核酸の最終抽出液を増量（50 な

いし 100μL）させることが可能となり、その結果、繰り

返しの反応が保証され、さらに同一の核酸抽出液を用い

てクリプトスポリジウムとジアルジアの検出試験が可能

となった。[泉山信司、遠藤卓郎、百田 隆祥（栄研化学

（株））] 

 

(4) Cycleave プローブを用いた RT-PCR 法によるクリプ

トスポリジウム等検査法の開発 

 Cycleave プローブを用いた RT-PCR によるクリプトス

ポリジウムならびにジアルジアの検出系を開発した。

rDNA を標的とした qPCR の検出は、限界希釈法によって

オーシスト 0.24 個相当、rRNA を標的とした qRT-PCR で

は最終の反応チューブあたりでオーシスト 0.0048 個相

当から安定して増幅産物が得られると計算された。同様

に、ジアルジアの rDNA を標的とした qPCR の検出はシス

ト 0.01 個相当、rRNA を標的とした qRT-PCR ではシスト

0.002 個相当から安定して増幅産物が得られた。実際の

河川水試料を用いた検出実験では顕微鏡、RT-LAMP 法の

いずれの方法においてもおおむね同様の陽性結果が得ら

れた。増幅産物の直接塩基配列決定を行った結果、目的

とするクリプトスポリジウムならびにジアルジアの塩基

配列であり、特異的な増幅と検出であったことを確認し

た。[泉山信司、遠藤卓郎、猪又明子（東京都健康安全研

究センター）、碓井圭名子（タカラバイオ株式会社）] 

 

(5) Universal QProbe PCR 法を用いたクリプトスポリジ

ウム検出法の開発 

 耐塩素性病原性原虫による水道水由来の健康影響リス

クを定量的に推定し，管理するためには，水道原水や浄

水中の原虫濃度を正確に測定する方法が必要となる．顕

微鏡観察による原虫類の計数は多検体の処理には不向き

で、顕微鏡観察に代わる遺伝子検査技術を用いた定量手

法に期待が寄せられている。当該研究では，耐塩素性病

原性原虫の定量手法として，Universal QProbe PCR 法に

着目した。結果として 7.5×10-5 oocysts/tube から定量

可能な系を構築し、河川試料からの定量値は顕微鏡の推

定値にほぼ近似した。今後は適用試料数を増やし，定量

系の実用に向けた検討を行う予定である。[岸田直裕，秋

葉道宏（国立保健医療科学院水道工学部）、野田尚宏、関

口勇地（産業技術総合研究所 生物機能工学研究部門）、

泉山信司] 

 

(6) LAMP 法と顕微鏡法によるクリプトスポリジウム等検

査法の比較検討 

 耐塩素性病原微生物のクリプトスポリジウムやジアル

ジアの試験は顕微鏡観察法（以下検鏡法）が一般的に利

用されているが、検鏡法は形態学的な理解度の差が結果

の違いに現れる懸念があること、量的な処理に不向きな

ことが問題とされる。このような背景からクリプトスポ

リジウム遺伝子検査法が期待され、複数の研究報告がこ

れまでなされている。本研究ではその一つの LAMP 法を用

いて、水道原水、河川水、及び畜産排水での原虫試験を

行い、検鏡法と結果を比較した。クリプトスポリジウム

及びジアルジアともに、概ね検鏡法と LAMP 法の結果は一

致した。試料を TE で希釈したり、LAMP 試験サンプル量

を減じたりすると LAMP 試験結果が陰性から陽性に転じ

て阻害物質の存在が強く示唆され、試料前処理が重要と

考えられた。[勝山志乃、大谷喜一郎（神奈川県内広域水

道企業団水質管理課）、百田隆祥（栄研化学）、遠藤卓郎

（細菌第一部）、泉山信司] 

 

(7) 粉体ろ過層形成濃縮方法の検討 

 水道クリプトスポリジウム対策指針では、食品の検食

制度に倣い、浄水を毎日 20 リットル（L）採水し、ポリ

タンクに注入した水または採水した水から得られるサン

プルを 14 日間保存することが推奨されている。ポリタン

クによる保存はスペースや冷暗所環境の確保が課題とな

ることや、濃縮試料からは速やかに検査が可能となるこ

とから、濃縮したサンプルの保存が望ましい。当該研究

ではハイドロキシアパタイトを用いた粉体ろ過層形成濃

縮法の検討を行った。直径 35mm の使い捨て容器を組み合

わせて使用した結果、浄水では 40 分で 20L、約 4時間で

100L のろ過濃縮に達した。連続濃縮では、400L 程度まで

初期設定流速でろ過が可能であった。この方法によって

得られた濃縮サンプルから、クリプトスポリジウムを磁

気ビーズ法で回収できることが確認された。直径 90mm の

原水適用装置モデルで、濁度 1.3～2.2 度の原水 10L を約

15 分程度で濃縮できることが確認され、40～50L 程度の

濃縮が実用的と判断された。[勝山志乃、大谷喜一郎（神

奈川県内広域水道企業団）、大内一敏（東洋濾紙）、遠藤

卓郎（細菌第一部）、泉山信司] 

 

(8) モノクロラミンによる入浴施設の消毒 

 浴槽の維持管理方法の構築を目的として、入浴者にと

って安全で許容し得る浴槽水の消毒方法の検討を行っ

ている。レジオネラ属菌汚染防止等の目的で温泉を含む

浴用水の施設の塩素消毒は必須となっているが、高 pH

やアンモニウムイオン、ある種の金属イオンを多く含む

泉質の湯などでは著しく効果を減ずることが指摘され

ている。当該研究では遊離塩素消毒に代わってモノクロ

ラミン消毒に着目し、モノクロラミンは宿主アメーバの

栄養体とレジオネラ属菌を不活化できることをこれま

で示してきた。モデル循環式浴槽のモノクロラミン消毒

を行い、換水なしで 2週間の入浴試験中、レジオネラ属

菌とアメーバは検出されなかった。同時に測定した従属

栄養細菌数も低く、微生物の増殖は抑えられていた。な

お、ボランティア入浴者から、いわゆる塩素臭がほとん

どなかったとの感想を得ており、モノクロラミンによる

消毒では臭気の低減が期待できた。消毒を停止すると宿

主アメーバとレジオネラが検出され、浴槽が汚染されや

すい状態であったことは確認された。今後、入浴施設で

の実地試験数を増やすことを課題とし、営業施設への応

用が期待された。[杉山寛治（静岡県環境衛生科学研究

所）、小坂浩司（国立保健医療科学院）、縣邦雄（アクア

ス）、遠藤卓郎（細菌第一部）、泉山信司] 

 

(9) モノクロラミンの測定と管理の方法 

 浴槽のモノクロラミン消毒には、トリクロラミン臭気

の抑制と、適切な濃度の維持管理方法が必要である。当
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該研究では 2 週間の入浴試験中の塩素消毒が適切であ

ることをモデル浴槽で確認し、また現場向きの測定方法

について検討した。モノクロラミンは、アルカリ性

（pH8.4）条件下の井水 1L に次亜塩素酸ナトリウム溶液

を加え、次いで塩化アンモニウム水溶液を添加･混合す

ることで生成した。生成したモノクロラミンをモデル循

環式浴槽に加え、その後は 1 日 1 回の不足分の追加で

3mg/L の濃度を維持した。DPD/FAS 滴定法では、ジクロ

ラミンがわずかに検出された程度にとどまり、塩素臭の

主要な原因となるトリクロラミンは検出されなかった。

高感度な HS-GC/MS 法による測定においても、トリクロ

ラミンは検出されなかった。インドフェノール法とサリ

チル酸法による測定結果より、消毒効果の低い有機クロ

ラミンはほとんど検出されないと判断された。簡易の

DPD 吸光度法（全塩素）は他の複数のモノクロラミン測

定方法と同等の測定値が得られたことから、DPD 吸光度

法による全塩素濃度はモノクロラミン濃度に相当する

ものと判断され、現場向きの測定法として利用可能であ

った。[小坂浩司（国立保健医療科学院）、杉山寛治（静

岡県環境衛生科学研究所）、縣邦雄（アクアス）、遠藤卓

郎（細菌第一部）、泉山信司] 

  

(10) 微胞子虫 Encephalitozoon cuniculi 感染における

尿中胞子および抗体排泄（１）血清学的高度流行コロニ

ーのウサギにおける尿抗体の検出 

 ある種のウイルスや細菌感染では抗体がヒトや動物の

尿から検出され臨床診断に応用されている。寄生虫感染

でも、Leishmania、Schistosoma などに対する尿抗体の

診断的研究が行われている。我々はペットウサギにおけ

る Encephalitozoon 感染の血清疫学的研究過程で尿抗体

が排泄されていることを発見し、微胞子虫播種性感染に

おける尿抗体排泄の機序、診断的意義等を明らかにする

目的で研究をスタートさせた。今回は２つの集団飼育コ

ロニーウサギ（N群、H群）における尿抗体の排泄につい

て調べた結果、Ｎ群に spore-ELISA 法（CVI, 14, 168, 

2007）による陽性例を認めた。Ｎ群 15 頭のうち 6頭から

抗 SW 抗体が、7 頭から抗 PT 抗体が検出された。H 群 16

頭からは尿抗体は検出されなかった。sAg-ELISA 法（J. 

Vet. Med. Sci., 70, 1301, 2008）による N群 31 頭の血

清抗体測定結果は、すべて OD 0.5 以上の陽性値を示し、

16 頭が＞3 であったが、H 群 27 頭のうち 18 頭は OD 0.5

以下の陰性値を示した。ヒトおよび動物の微胞子虫感染

における尿抗体についての研究はこれまでほとんど行わ

れていない。コロニー内流行ウサギからの尿抗体陽性結

果を踏まえ、今後、感染実験を含めた更なる研究を行う

ことを予定している。[古屋宏二、朝倉登喜子、五十嵐慎

（帯広畜大）、森田達志（日獣大）] 

 

(11) 微胞子虫 Encephalitozoon cuniculi 胞子の免疫組

織化学的検出のための染色法の改良 

 前 回 、 affinity 精 製 し た biotin 標 識 抗

Encephalitozoon cuniculi 抗体（b-α-Ec）が自然感染

ウサギからの臓器抽出液内胞子の検出に有用な免疫試薬

であることを報告した。今回、細胞培養由来の胞子に対

するホルマリン（For）あるいはメタノール（Me）固定後

の b-α-Ec による免疫染色の最適条件を探るため、先ず、

b-α-Ec 結合胞子に対する peroxidase streptoavidin 

(PO)/aminoethyl carbazol (AEC) 基質と PO/HistMark 

Blue（HMB）基質の染色性を比較検討したところ、何れの

固定でも PO/HMB が約 10 倍高い染色感度を示すことが分

かった。次に、b-α-Ec 結合胞子に更に biotin 標識抗ウ

サギ IgG 抗体（b-α-Ra）を反応させ、PO/HMB で染色し

たところ、b-α-Ra を反応させなかったものより、4～8

倍染色感度を高めた。しかしながら、Me固定胞子に比べ、

鏡検による免疫染色後の For 固定胞子の検出は容易では

なかったので、免疫染色の手順に入る前に抗原賦活化剤

（LAB、TUF、Trypsin）による前処理を行ったところ、著

しい改善が認められた。特に LAB 処理では一次抗体の希

釈が 8,000 倍でも胞子を容易に検出できることが分かっ

た。今回の染色条件を参考に、今後、各種の For 固定・

パラフィン包埋組織切片材料への応用を進めたい。[朝倉

登喜子、古屋宏二、杉山広、宇根有美（麻布大）] 

 

(12) 尿中抗体検出によるマラリア診断法の検証 

最近のマラリア感染率の推移がわかっているソロモン

諸島で、熱帯熱マラリア原虫に対する尿中抗体価の測定

が、マラリア低浸淫地での疫学的指標や Rapid 

assessment 手法として利用できるか検討した。1990 年代

初めにはマラリア感染率が人口の30～40％だった２地域

の住民から、2009 年９月採取された尿を用い、尿中熱帯

熱マラリア原虫抗体価を、熱帯熱マラリア原虫（PfNF54

株）感染ヒト赤血球を Tetanolysin 処理して破砕、遠心

した上清を抗原とし測定した。1990 年代にマラリア対策

が進んだ地域 A（ホニアラ市）では、B（ガダルカナル島

北東岸、タシンボコ地域村落群）に比して、特に 20 歳以

下の若年者で陽性率が低く抗体価も低い例が多くなった。

また、若年者で尿中抗体価が陽性となった例の90％では、

最近３年間のマラリア罹患が、顕微鏡による観察で確認

されていた。尿中の熱帯熱マラリア原虫抗体価の陽性率

は、年齢層毎に比較することにより、マラリア低浸淫地

における Rapid assessment やマラリア対策の成果をモニ

タリングする指標として利用できることが示唆された。

[大前比呂思、伊藤誠（愛知医科大学）、亀井喜世子（平

成帝京大学）] 

 

2．蠕虫症診断法・検出法の開発 

(1) イムノクロマト法による血清診断キットの開発 

ア．ES 抗原を用いた肺吸虫症血清診断キットの開発 

ウェステルマン肺吸虫と宮崎肺吸虫から調製した ES

抗原を用いて、免疫クロマトグラフィー法に基づく血清

診断キットを新たに作製した。原因種が明らかな患者の

血清パネルを用いて、本キットの性能を評価した。その

結果、患者の原因種と診断キットの由来種が同一の場合

に強い反応を認め、確実に診断される事が分かった。異

なる場合には、反応強度が弱まる例もあったが、陰性と

なる事はなかった。本キットのこの特徴を活かせば、原

因種の予想が困難な症例の診断にも、本キットが活用で

きると考えられた。 [杉山広、森嶋康之、山﨑浩、小林

行治･小林薫 （アドテック株式会社）] 

 

イ. レコンビナント抗原を用いたトキソカラ症（イヌ・

ネコ回虫症）の迅速血清診断キットの開発 

 イヌ･ネコなどのペットから、あるいは牛レバーの生食

によって感染するイヌ･ネコ回虫症（トキソカラ症）の血

清検査キット開発をイヌ回虫幼虫のレコンビナント抗原

を用いてイムノクロマトキットを試作し、健常人血清、

ならびにトキソカラ症患者血清を用いてキットの感度を

評価するとともに、改良を重ね、概ね良好な結果が得ら

れるキットを作成することが出来た。 [山﨑 浩, 森 有

加, 小林行治･小林 薫･福田健太（アドテック株式会社）]  

 

(2) 宿主サワガニの加熱による肺吸虫感染リスクの除去 

市販の食用サワガニを原因に、肺吸虫に感染する事例

の報告が続いている。このような感染の予防を視野に、
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サワガニの加熱条件を検討した。加熱効果の判定に当た

っては、加熱サワガニから分離したメタセルカリアの形

態を精査すると共に、マウスへの感染試験も実施した。

その結果、サワガニを 55℃で 5分間加熱すれば，その体

内のメタセルカリアは感染能力を消失することが明らか

となった。より短い 2分間処理では感染するマウスも認

め、予防効果は不十分であった。より高い温度での加熱

や冷凍なども、サワガニの処理として肺吸虫の感染予防

に有用と考えられたので、検討を進める予定にしている。 

[杉山広、森嶋康之、山﨑浩、柴田勝優・川上 泰（麻布

大）] 

 

(3) 病理組織標本を用いた寄生虫の分子同定 

 国内外の医療機関から寄生虫の依頼検査の中には、ホ

ルマリン固定標本やパラフィン包埋標本が含まれている

が、ホルマリン固定は DNA を分解するために、一般に DNA

の増幅は困難である。しかし、DNA の抽出条件や PCR 条

件を検討することによって、その寄生虫の種の鑑別が可

能になってきた。平成 21 年度には、チリ大学医学部寄生

虫学教室から、チリ人で発生した裂頭条虫症 5 例につい

て、原因となった条虫成虫（3検体）と虫卵（2検体）が

送られてきた。ミトコンドリア DNA 解析の結果、原因と

なった裂頭条虫は広節裂頭条虫 Diphyllobothrium latum
（成虫 2、虫卵 1）と太平洋裂頭条虫 Diphyllobothrium 
pacificum（成虫、虫卵各 1例）であった。 [山﨑浩、森

有加、川中正憲、杉山広,、森嶋康之] 

 

(4) Metagonimus 属吸虫による腸吸虫症検査法の改良 

腸吸虫症は日本国内において依然発生の多い寄生蠕虫症

であるが、従来の顕微鏡検査では原因種を正確に同定す

ることはできない。そこで我々は、本症の原因種を正確

に鑑別することを目的とし、cox1 領域を標的部位とした

マルチプレックス PCR 法を開発・使用してきた。ところ

が、実際の臨床検体に対しては感度が不十分な例が認め

られることがあったため、実験感染材料を用いて検査法

としての信頼性の評価を行うとともに、感度を向上させ

るための臨床検体からの DNA 抽出法の最適化を図った。 

[森嶋康之、杉山広、川中正憲、山﨑 浩、加島準子（日

本寄生虫予防会）] 

 

(5) 日本住血吸虫症の免疫診断法の開発 

 尿を用いた簡便、迅速かつ非侵襲的な診断法の開発を

目して、日本住血吸虫（SJ）感染者の尿中に検出される

特異抗体の特徴を明らかにし、SJ 成虫体の tegument に

局在し、22.6kDa の分子量をもつ成分のレコンビナント

蛋白（rSJA226）を SJ 症の免疫診断に導入してきた。

rSJA226 は、尿中の抗体検出に優れ、治療後、従来の成

虫・虫卵抗原を用いた免疫血清検査の抗体価よりも速や

かに陰転化する特徴を有している。2009 年度はレコンビ

ナント蛋白のアミノ酸配列に基づいてペプチドライブラ

リーを作製し、特異的モノクロナール抗体（SJA111 mAb）

のＢ細胞エピトープを決定した。また、SJA111 mAb を用

いて、SJ226 循環抗原を検出したところ、循環抗原とし

て高率に存在するが、治療後速やかに消失することが確

認された。[朝日博子、大前比呂思、田邊将信（慶応大）、

山下隆夫（山形県立保健医療大）、太田伸生（東京医歯大

学大学院）] 

 

II. 疫学・型別・分子疫学的研究 
1．原虫症の分子疫学的研究・調査 

(1) 消化管寄生性原虫類の国内感染実態調査 

 現在、国内における消化管寄生性原虫類感染に関する

実態については不明な点が多い。本年度、国立国際医療

センターと共同で、同センターにおいて診断された AIDS

関連下痢症および渡航者下痢症における消化管寄生性原

虫類の感染調査を行った。原虫全般でみると、AIDS 下痢

症では約 46％、渡航者では約 41％の検出率であり、AIDS

では赤痢アメーバ、ジアルジア感染が、また渡航者下痢

ではクリプトスポリジウム、ジアルジア、サイクロスポ

ラの感染がみられた。医療機関全般における寄生虫・原

虫検査の必要性が再認識される。[八木田健司、渡辺恒二

（国立国際医療センター）、泉山信司、津久井久美子、永

宗喜三郎] 

 

(2) アカントアメーバ性角膜炎全国サーベランスと分子

疫学的研究 

 前年度より、コンタクトレンズ関連の重症角膜感染症

であるアカントアメーバ角膜炎の全国サーベランスに関

連して分子疫学的な研究を開始した。本年度その継続調

査を行ったが、分離株のほとんどすべてが 18SrRNA タイ

ピングにおける T4 タイプの中で、T11 タイプが 1例検出

されたこと、また近年のアメーバ性角膜炎患者増加の一

因とされる MPS（Multi Purpose Solution、いわゆるレ

ンズ保存・洗浄液）が患者の角膜分離株と同じ株で汚染

されていたこと等、感染実態の証左となるような疫学的

データも得られた。[八木田健司、村上裕子、井上幸次（鳥

取大）] 

 

(3) アメーバ内共生（寄生）微生物に関する研究 

 今後の新興感染症への備えとして、自由生活性アメー

バに共生する微生物のヒトへの健康影響に関する研究を

進めている。国内の調査では、これまでに Parachlamydia 
と同定されたクラミジアが共生する Acanthamoeba を分

離した。当該の共生アメーバは、あるレジオネラ集団感

染事例の浴槽水から分離され、同事例ではレジオネラ以

外の原因と想定される呼吸器疾患がみられたこと、また

Parachlamydia が呼吸器感染の原因微生物とされること

が近年国外調査で明らかになっている。今回分離された

Parachlamydia の呼吸器疾患との関連性が注目される。

[八木田健司、村上裕子] 

 

(4) 飲料水の水質リスク管理に関する統合的研究（微生

物分科会） 

 クリプトスポリジウム等の耐塩素性病原微生物の混入

による大規模な水系集団感染の経験を契機として，塩素

消毒に依存した微生物対策の見直しが求められている。

当該分科会では研究分担者、協力者との研究協力により、

耐塩素性病原微生物に関する研究と併せて、水道に関連

する細菌・ウイルスの研究についての取りまとめを行っ

ている。一般細菌に比べて高感度な従属栄養細菌測定が

開始され，不検出ではない，有意な測定値が得られるこ

とが全国的に明らかになった。ウイルスでは浄水処理に

よるインフルエンザウイルスの処理性が検証された。耐

塩素性病原微生物対策として，試料水の濃縮方法，迅速

遺伝子検査法を開発された。rRNA の逆転写によるクリプ

トスポリジウム等高感度検出によって実用化に向けての

道が開けてきており，qRT-PCR による定量，並びに直接

塩基配列決定による種や型の情報が得られた。一方，顕

微鏡検査によりクリプトスポリジウム等検査が定期的に

行われているが，209 水道事業体中 22 事業体（11％）に

おいて原水からの検出を確認した。畜産排水処理施設に

おける病原性原虫を調査したところ，処理施設への流入

水中の濃度は高く、排水処理による原虫除去は 2～3 log

程度であったが，処理に不良が生じると性能が著しく低



 
 

寄生動物部 

下した。[泉山信司、秋葉道宏（国立保健医療科学院水道

工学部）、松下拓、松井佳彦（北海道大学大学院工学研究

科）] 

 

(5) 河川水からのクリプトスポリジウム等検出状況 

 全国的なクリプトスポリジウム等検出状況を調べるた

め、ホームページ上でクリプトスポリジウムの検出状況

を公表している水道事業体を調査したところ 219 事業体

が確認できた（平成 22 年 3 月現在）。原水について試験

を行っていたのは 209 事業体で、最大値は 10L 中 26 オー

シストであった。浄水から検出されている例はなかった。

水源の種類は表流水から地下水まで広範囲であり、事業

体が実施している試験回数や試験水量も一律ではないが、

このうちクリプトスポリジウムの検出を報告している事

業体は 22 事業体であり、約 11％に過ぎなかった。地域

的には北海道と南関東で検出率が高く、地位的な偏りが

あり、想定すべき検出状況に比べて低いことが懸念され

た。精度管理の必要性が強く感じられた。[泉山信司、浅

見吉之（神奈川県内広域水道企業団）] 

 

(6) 養豚施設における Cryptosporidium、Giardia の分布

状況 

 水源を汚染する Cryptosporidium および Giardia の汚

染源に関する基礎資料として、養豚施設で飼育されてい

るブタの Cryptosporidium および Giardia の保有状況を

調査した。2ヶ月齢のブタから Cryptosporidium が検出

され、pig genotype II および C. suis と相同性が高い

配列が得られた。Giardia では 2～6ヶ月齢の子ブタから

検出され、遺伝子型は Assemblage E であった。いずれも

稀にヒトからの検出例が報告され、注意を要すると考え

られた。[黒木俊郎、稲田貴嗣（神奈川県衛生研究所）、

大谷喜一郎（神奈川県広域水道企業団）、泉山信司] 

 

(7) アフリカにおけるマラリア原虫 CQ耐性遺伝子 pfcrt
の遺伝的多型の解析 

アフリカで蔓延するクロロキン(CQ)耐性マラリアは、

1970 年代から in vivo での耐性が報告されている。今世

紀に入り、薬剤標的遺伝子の多型解析によって、アフリ

カの耐性株は主に東南アジアからの移入であることが判

明した。しかし、薬剤耐性の存在を耐性遺伝子の遺伝子

型で証明することは、CQ 標的遺伝子として pfcrt が同定

される 1990 年代以前は極めて困難である。そこで、感染

研の1984年から1998年までのアーカイブ標本からpfcrt
の遺伝子型の同定を行った。まず、pfcrt は全期間を通

して半数以上のサンプルが CQ 耐性型で、野生型の pfcrt
もかなり存在していた。これは 100％が耐性型を示した

東南アジアと対照的である。アフリカはマラリアに対す

る免疫があるため、CQ の使用量が少ないことを反映して

いると推測される。[中野由美子、中曽根英子、田邉和裄

（大阪大学微生物病研究所）] 

 

(8)アフリカにおけるマラリア原虫 Pyr 耐性遺伝子 dhfr
の遺伝的多型の解析 

ピリメサミン(Pyr)耐性熱帯熱マラリアは 1980 年代後

半から in vivo での耐性が報告されている。アーカイブ

標本から dhfr の遺伝子型の同定を行ったところ、1980

年代から現在まで希少な単独変異(N51I または C59R)が

同定された。その後 1990 年代に入って、単独変異は減少

し、アジア由来の三重変異とアフリカ起源の二重変異が

同定された。1993 年以降、マラウイ等のアフリカ諸国は

CQ から Pyr に一次選択薬を切り替えたが、それ以前に三

重変異株がアフリカに流入していたことが分かった。今

回のアフリカにおける耐性遺伝子型の同定は、これまで

で最も古い年代となるとともに、CQ と Pyr 耐性熱帯熱マ

ラリアは東南アジアから独立に移入したことを遺伝学的

に証明した。[中野由美子、美田敏宏（東京女子医大）、

中曽根英子、田邉和裄（大阪大学微生物病研究所）] 

 

(9)日本における三日熱マラリア再流行の可能性に関す

る研究 

 1970 年代に一度制圧されたが、1993 年以降韓国で再流

行が続いている三日熱マラリアについて、日本国内での

再流行の可能性を、ハマダラカ生息数の年次変化が記録

されている富山県氷見地方と成田空港周辺のモデル地域

で、数理モデルを作成して検討した。三日熱マラリア浸

淫地からのヒトや蚊の移動による、日本での 2 次感染・

再流行の可能性は、現在の気象条件やハマダラカの生息

密度であれば、非常に低いことがわかった。しかし、今

後気候・環境変化に伴って、ハマダラカの生息密度が急

速に増加した場合、空港マラリアの発生から散発的 2 次

感染が続く可能性を否定することはできない。 [大前比

呂思、石川洋文（岡山大学）、渡辺譲（富山衛生研究所）、

長谷山路夫（成田空港検疫所）] 

  

(10) 気候・環境変化に伴う世界的な三日熱マラリア再流

行の可能性に関する研究 

中国寄生虫症研究所と協力して、1990 年代の中国雲南

省の温度・降水量変化と三日熱マラリア発生との関連に

ついて分析し、今後、亜熱帯・温帯地方における三日熱

マラリア感染拡大を予測できる数理モデルの作成を試み

た。まず、中国雲南省(40 地区)で、10 年間（1994 年 1

月～2003 年 12 月）観察された、日照時間・気温(最高、

最低、平均)・降水量と三日熱マラリア発症者数の相関を

分析した。さらに、多変量時系列解析手法を利用して、

予測が現実に近くなるようにモデルを修正し、数理モデ

ルを構築した。観測された範囲では温度が高いほど発症

者数も多くなったが、降雨量は 200 ミリ前後が最適で、

それより多い場合や少ない場合、発症者数は少なくなる

傾向が捉えられた。しかし、極端な患者数の変化につい

ては、構築したモデルで捉えることはできなかった。 [大

前比呂思、湯林華（中国寄生虫症研究所）、石川洋文（岡

山大学）、笛田薫（岡山大学）、小野雅司（国立環境研究

所）] 

 

2．蠕虫症の分子疫学的研究・調査 

 (1) アニサキス症の文献資料を用いた発生実態解析 

我が国におけるアニサキス症の発生数を調べる目的で、

医学中央雑誌（以下，医中誌）を検索エンジンとし、2001

年から 2009 年までに収録された日本語・英語の論文を対

象に，「アニサキス症」というキーワードを用いて文献検

索した。その結果、102 報の文献が検出され、これらか

ら 130 例のアニサキス症例が抽出された（年平均で 14.4

例）。一方、医中誌検索で検出できなかった論文（唐澤ら，

日本医事新報 4386, 68-74, 2008）に、2,511 例の症例が

取り上げられていた（2001 年以降の 5年間、年平均で 502

例）。アニサキス症の患者は年間に 2,000 例から 3,000 例

の発生があると推察されてきた。文献調査だけでは、ア

ニサキス症例の総てを発掘できないことが明らかとなっ

た。 [杉山広、賀川千里、森嶋康之、春日文子（国立衛

研）] 

 

(2) アニサキス症のレセプトデータを用いた発生実態解

析 

株式会社日本医療データセンターが保有するレセプト
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のデータベースには、2005 年から 2008 年に至る 4年間

の健康保険組合のデータ（約 33 万名分・5組合）が蓄積

されている。このデータベースを用いて，我が国におけ

るアニサキス症の発生状況を推定した。今回はレセプト

の傷病名に注目し、「アニサキス」を含むデータを検索し

た（アニサキス症・胃アニサキス症・腸アニサキス症・

消化管アニサキス症・アニサキス幼虫移行症）。その結果，

59 名（年平均で 14.75 名）が抽出された。この数値を，

当該組合加入者の性別・年齢階級別に振り分け，2005 年

の国勢調査に基づく全国の性別・年齢階級別の人口で拡

大推計した。その結果，我が国で発生する年間のアニサ

キス症患者は，7,303 名と推計された。 [杉山広、賀川

千里、森嶋康之、春日文子（国立衛研）、木村真也（日本

医療データセンター）] 

 

(3) チリ産サケ･マスにおける裂頭条虫属幼虫の感染状

況調査 

南米チリは、ノルウェーに次ぐ世界第 2 位の養殖サ

ケ・マス生産国で、ニジマス（＝トラウトサーモン）、ギ

ンザケ、アトランティックサーモンの養殖が盛んに行わ

れている。このチリ産養殖サケ・マスを感染源と推定さ

れる裂頭条虫症の集団発生が 2005～2006 年にブラジル

で起きたことからブラジルでは公衆衛生上、問題になっ

た。わが国も大量のチリ産養殖サケ・マスを輸入してお

り、これらを感染源とする裂頭条虫感染予防対策の観点

から、チリ産養殖サケ・マスにおける裂頭条虫の寄生状

況調査を行った。その結果、ギンザケにおいては、ヒト

に寄生する広節裂頭条虫(Diphyllobothrium latum)と
Diphyllobothrium dendriticum の幼虫（plerocercoid）

寄生が確認されたが、ニジマスにおいては今回の調査で

は裂頭条虫幼虫の感染は確認されなかった。 [山﨑浩、

川中正憲、荒川京子、森有加、加藤基恵（チリ大学歯学

部）] 

 

(4) ネパール･カトマンズにおける有鉤嚢虫とエキノコ

ックス感染状況調査 

 ネパールは宗教、文化、食習慣などを異にする民族で

構成される国で、公衆衛生状況は劣悪で、食肉検査体制

の不備によって寄生虫感染症の発生が後を絶たない。中

でも、有鉤嚢虫症は公衆衛生学上、重要な寄生虫感染症

になっている。また、エキノコックス病変を有する豚肉

や水牛肉は食肉衛生上問題であることから、これらの寄

生虫汚染状況について、カトマンズ市内の養豚場に隣接

する屠畜場で解体された豚や食肉屋の店頭に並ぶ豚肉、

水牛肉を対象に有鉤嚢虫とエキノコックス感染調査を実

施した。得られた寄生虫材料については cox1 遺伝子のハ

プロタイプ解析を行った。その結果、解析した 9 個体の

有鉤嚢虫についてはすべて同一のハプロタイプでインド

やタイに分布する型と同じであった。また、豚の膵臓、

ならびに水牛の肝臓から得られたエキノコックス 2 個体

はいずれも cox1 遺伝子解析から、単包虫（Echinococcus 
granulosus sensu stricto, G1, sheep strain）である

ことがネパールではじめて明らかにされた。 [山﨑浩、

Durga D. Joshi（ネパール国立人獣共通感染症･食品衛生

研究所）] 

 

(5) ペットとして飼養されているアライグマのアライグ

マ回虫に関する調査 

「外来生物法」により環境省に届出された飼養アライ

グマについて、飼養者へのアンケート調査と糞便検査を

実施した。現在までに実施している国内野外捕獲アライ

グマのアライグマ回虫調査では、幸いにして陽性例の検

出はない。今回のペットアライグマ(127 件 219 頭対象)

調査で、実際の糞便検査によりアライグマ回虫陰性の確

認が実施出来たのは 71 件 85 頭に止まった。また、展示

施設等において飼育されているアライグマの一部では、

現在もアライグマ回虫が存在するような可能性も否定で

きない。従って、万が一感染が確認された場合には、当

該アライグマへの治療（駆虫）と共に、飼育者や施設外

の動物への感染防止といった適切な飼育管理が重要であ

り、引き続き実態把握に努めていく必要がある。 [川中

正憲、山﨑浩、杉山広、森嶋康之、荒川京子] 

 

(6) 青森県のと畜場で検出された豚のエキノコックス

（多包虫）について 

 平成 10 年 8 月及び 10 月に、青森県十和田食肉衛生検

査所所管のと畜場に搬入された豚 3 頭が多包虫症と診断

された。これらの感染豚はいずれも青森県内の同一農場

から搬入されていたことから、多包条虫の青森県での土

着が疑われた。しかし、これら陽性豚の生産地に関して

は、当該農場が自家繁殖豚のみならず家畜市場から購入

した豚も保有しており、多包条虫の青森県土着説の確認

が必要であった。その後、同食肉衛生検査所において、

当該農場からの豚を含む年間 70 万頭もの食肉検査を実

施しながら、多包虫感染豚は全く検出されなかった。ま

た、この 10 年間に実施された動物疫学調査では陽性例が

確認されていない。そして、平成 20 年度末に同食検によ

り、青森産ではなく北海道産の豚 6 頭より多包虫感染が

確認された。従って、現時点では青森県において、多包

条虫の生活環が存在している可能性は低いと結論された。 

[木村政明（青森県健康福祉部）、東海林彰･立崎元･田中

成子･原田邦弘･新井山潤一郎（青森県十和田食肉衛生検

査所）、山﨑浩、杉山広、森嶋康之、川中正憲] 

 

III. 分類・同定 
1. インド東北部で重要な人体寄生性肺吸虫の種同定 

インド東北部のマニプール州では、Paragonimus 
skrjabini（スクリアビン肺吸虫）および Paragonimus 
heterotremus（ヒロクチ肺吸虫）という 2種類の肺吸虫

幼虫が中間宿主の淡水産カニから検出されている。この

マニプール州と更に隣接のナガランド州では、患者の喀

痰から肺吸虫卵が検出されていたが、原因種は不明であ

った。そこでアルコール固定された患者虫卵について、

形態を観察し、塩基配列の解読・解析した。その結果、

いずれもヒロクチ肺吸虫と同定された。本虫による人体

症例は、ベトナム・タイ・ラオスなどからも報告がある。

東南アジアから、更に南アジアに掛けての広い地域で、

本虫は人体寄生種としての重要な役割を果たしていると

考えられた。 [杉山広、シャンティクマール・シン（シ

ッキム医科大学･インド）] 
 

2. 同胞種間で異なるアニサキスの感染リスク：魚体内に

おける虫体主要寄生部位からの推定 

我が国の人体症例由来のアニサキス虫体を同胞種レベ

ルで解析すると、Anisakis pegreffii は極めて少なく、

殆ど総てが Anisakis simplex sensu stricto (s. str.)
であることが報告されている。一方で，我が国で水揚げ

された魚介類からは、 A. pegreffii と A. simplex s. str.
とが共に検出されている。そこで、日本近海で漁獲され

たマサバ 29 尾を詳細に検索して、虫体の検出部位を同胞

種間で比較した。A. simplex s. str. と同定された虫体

は 85 匹で、20 匹 (24%）が筋肉，65 匹 (76%)は内臓から

検出された。一方、A. pegreffii と同定された 895 匹は，

総て内臓から検出された。可食部の筋肉から検出される
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アニサキスは，専ら A. simplex s. str.であり、その結

果として本虫が人体感染を引き起こすと考えられた。 

[杉山広、梅原梓里、川上泰（麻布大）] 

 

3. 中国青海省で流行する Echinococcus granulosus の遺

伝子型 

中国青海省の果洛チベット族自治州には 3 種の

Echinococcus 属条虫が分布するが、とりわけ E. 
granulosusによる単包虫症が公衆衛生上の大きな問題と

なっている。しかしながら、これまでその詳細な遺伝子

型は不明であった。そこで今回、同自治州において採集

された各宿主（イヌ・オオカミ・ヒツジ・ヤク・チベッ

トガゼル）由来の 249 検体を用い、12S rRNA 領域を対象

とした PCR 法により遺伝子型を決定したところ、すべて

G1（狭義の E. granulosus）であることが明らかとなっ

た。 [森嶋康之、山﨑浩、杉山広、川中正憲、韓秀敏･

王虎（青海省 CDC）、余森海（中国 CDC）］ 

 

IV. 生理・生化学・分子生物学 
1．原虫症の病原機構・生物学にかかる研究 

(1) 自由生活性アメーバの病原機構・生物学にかかる研

究 

 アカントアメーバ性角膜炎の病理として、角膜実質層

内における炎症および潰瘍形成の過程は重要である。前

年度、ヒト培養角膜実質細胞（HCSC）に対するアメーバ

の細胞障害性（CPE）が明らかなことを示したことから、

本年度はマイクロプレート培養系を用いて、実質細胞の

CPE を定量的に解析するアッセイ系を構築した。これま

でのところ角膜炎分離株間では CPE 発現に大きな差は

みられていない。今後、このアッセイ系を用いることで

CPE 阻害要因の検索、またアメーバ分離株の遺伝学的タ

イプと病原性の関連性を明らかにする。[高岡紀子（東

京女子医大東医療センター）、八木田健司] 

 

(2) 赤痢アメーバの病原機構・生物学・代謝学にかかる

研究 

ア．赤痢アメーバの貪食と脂質シグナルをつなぐ EhFP4

の解析 

  赤痢アメーバの貪食時に、フォスファチジルイノシト

ール３－リン酸（PtdIns3P）と、PtdIns3P に結合する

ドメインであるFYVEドメインとRhoGEFドメインを持つ

タンパク質 EhFP4 が貪食胞に動員されることを見出し

た。EhFP4 の機能を知るためその脂質結合特異性を検討

したところ、全長で PtdIns4P へ結合した。予想に反し

てこの結合は FYVE ドメインではなく、その下流の C 末

端領域により担われていた。さらに点変異を導入した

FYVE ドメインを持つ EhFP4 では PtdIns4P だけでなく、

PtdIns3P, PtdIns5P へも結合した。EhFP4FYVE ドメイン

ンを発現する赤痢アメーバ株では、動物細胞に対する貪

食活性が低下した。これは FYVE ドメインの強発現によ

るドミナントネガティブ効果と考えられた。以上の結果

より、EhFP4 は PtdIns4P もしくはその他のシグナルに

応じて貪食胞へ動員され、貪食を活性化させていると考

えられた。[津久井久美子、野崎智義] 

 

イ．赤痢アメーバ薬剤耐性に関与する遺伝子のトランス

クリプトーム解析 

 現在抗赤痢アメーバ薬としてメタロニダゾールが唯

一の薬として使用されているが、特に発展途上国での濫

用があり、薬剤耐性株の出現が危惧される。そこで実験

室で作成したメタロニダゾール耐性株を用い、トランス

クリプトーム解析から、薬剤耐性に関与する遺伝子の特

定を試みた。もっとも変動があった遺伝子がEHI_092110

（hypothetical protein）であり、耐性株で 83 倍発現

上昇がみられた。酸化還元制御に関わる遺伝子としては

EHI_045340（glutamate synthease beta subunit）：7.2x 

低下、EHI_067720 等（iron-sulfur flavoprotein）:2.3

～2.7x 低下、EHI_021570(serine acetyltransferase 

1):2.8x 上昇、EHI_171750（cysteine synthase 2）:1.4x 

低下、といった遺伝子で発現差があった。よってメタロ

ニダゾール耐性株では酸化ストレスを緩和する分子シ

ステムが作動していると考えられた。しかし変動の大き

い遺伝子群（5倍以上）では多くが機能未知の分子であ

った。よって酸化ストレス以外の環境適応システムが存

在する可能性がある。[Gil Penuliar、津久井久美子、

野崎智義] 

 

ウ．赤痢アメーバシステインプロテアーゼ輸送機構の解

明 

 赤痢アメーバの重要な病原因子であるシステインプ

ロテアーゼ(CP)の輸送に関与すると考えられる分子

CPBF1 を同定し、解析を行った。HA-tag を付けた CPBF1

の細胞内局在は、定常状態では小胞体と小胞膜上に、動

物細胞貪食後には一部の貪食胞に動員された。しかしリ

ソソームとの共局在はほとんど観察されなかったこと

から、CPBF1 は CP5 を小胞体から成熟前のリソソームや

ファゴソームへ輸送する受容体であると考えられた。ま

た、CPBF1 の C 末端部分に保存されていた、アダプター

タンパク質(AP)との結モチーフとして知られる YxxΦ

モチーフを AxxA に置換した変異体を作成し、このモチ

ーフの CPBF1 輸送における役割を検討した。しかしその

局在は野生型の CPBF1 と変化がなく、YxxΦモチーフの

CPBF1 輸送への関与は明らかでない。赤痢アメーバには

AP やクラスリンが保存されているが、今回の解析で見

逃した変化が存在したか、新規のアダプター分子がその

輸送を制御していることが示唆された。[津久井久美子、

古川敦、坪井久美子、野崎智義] 

 

エ．赤痢アメーバpyridine nucleotide transhydrogenase 

(PNT)の解析 

 赤痢アメーバは嫌気呼吸をし、典型的なミトコンドリ

アを持たない。しかしミトコンドリアに存在するいくつ

かの分子を持ち、それらが直径約 100～200nm のマイト

ソームというオルガネラに集積していることが示唆さ

れている。PNT は他種生物でミトコンドリアに存在する

トランスポーターでありながら、以前行われた貪食胞の

プロテオーム解析で最もペプチド数の多いタンパク質

として見出されていた。そこで PNT 抗体を作成し、局在

を検討した。定常状態で小胞状とドット状の局在を見せ、

さらに貪食胞、エンドソーム、リソソームとの一部共局

在が観察された。しかしマイトソームマーカーである

CPN60 との共局在は無く、赤痢アメーバにおいて、PNT

はミトコンドリアではなく、タンパク質分解に関わるオ

ルガネラに局在することが示された。また、N末部分に

シグナル配列と予想される部分があったためシグナル

配列と GFP との融合タンパク質を発現させその局在を

確認したところ細胞質へ局在した。よって PNT はマイト

ソームタンパク質ではなくリソソーム形成に関わり、そ

の役割は赤痢アメーバで独自に進化していると考えら

れた。[Mohammad Abu Yousuf、三田村文香、津久井久美

子、野崎智義] 

 

オ. 赤痢アメーバのミトコンドリア関連オルガネラの機

能の解析 
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 赤痢アメーバ原虫は単細胞真核生物であるが、典型

的なミトコンドリアを持たない。かわりにマイトソー

ムと呼ばれるミトコンドリア関連オルガネラ（嫌気性

の原生生物にみられる退化したミトコンドリア）を持

つ。シャペロン 3種類、トランスポーター1種類の蛋白

質がマイトソームに局在すると報告されていたが、こ

れだけではマイトソームの生理的意義を議論すること

は難しい。そこで赤痢アメーバマイトソームの本来の

生理的機能を明らかにすることを目的に研究を行い、

プロテオーム解析により新たなマイトソーム蛋白質と

して硫酸活性化経路の酵素を見出した。そして硫酸活

性化経路が確かにマイトソームに局在していることを、

免疫蛍光法および、活性測定により確認した。硫酸活

性化経路は、通常は細胞質・色素体に存在する。他の

嫌気性原生生物のミトコンドリア関連オルガネラにも

硫酸活性化経路は存在せず、赤痢アメーバ原虫の酵素

の起源がα-proteobacteria と異なることから、赤痢ア

メーバ原虫のオルガネラは、単にミトコンドリアが退

化したものではなく、進化の過程で硫酸活性化経路を

取り込み、独自に進化したと考えられる。赤痢アメー

バにユニークなオルガネラの同定は、新しい抗赤痢ア

メーバ薬剤の開発に繋がる可能性を有する。 

[三田村文香、津久井久美子、Mohammad Abu Yousuf、

野崎智義] 

 

カ. 赤痢アメーバ臨床分離株のゲノム解析 

 赤痢アメーバは遺伝的に多様な株の集合であり、感染

により起こる症状も無症候〜腸炎〜肝膿瘍と様々であ

る。株間のゲノム情報の相違を明らかにすることを目的

に、無症候性症例と腸炎症例とから得られた 2種類の分

離株を用いて、illumina 次世代シーケンサーによるゲ

ノム解読を行った。その結果、腸炎株に存在し、無症候

性株に存在しないタンパク質コード領域約 30 種類が同

定された。今後、病原性・臓器親和性に関与する遺伝子

群が同定されることが期待される。 [関塚剛史、黒田誠

（病原体ゲノム）、津久井久美子、Aleyla Escueta-de Caz、

野崎智義] 

 

キ. 赤痢アメーバのメタボローム解析 

 赤痢アメーバにおける中心代謝を理解することを目

的に、CE-ToFMS を用いた網羅的代謝産物の定量解析を

行った。これにより、細胞外の L-cysteine 濃度の減少

に伴い、いくつかの代謝経路が影響を受けることが明

らかとなった。例えば、解糖経路では代謝の上流の代

謝物が蓄積するのに対し、発酵最終産物やそのすぐ上

流の AcetylCoA などの濃度は減少していた。また、リ

ン脂質代謝やアミノ酸代謝にも明瞭な影響が見られた。 

[Afzal Husain、Ghulam Jeelani、佐藤暖、末松誠、曽

我朋義（慶応大学）、野崎智義] 

 

ク. 赤痢アメーバのスフィンゴミエリン代謝に関する解

析 

 赤痢アメーバ栄養型における脂質代謝を理解すること

を目的に、赤痢アメーバから中性及び酸性スフィンゴミ

エリン分解酵素を同定し、組換え酵素を用いて酵素学的

な特質を明らかにした。 [Claudia Leticia Macias 

Mendoza、津久井久美子、中野由美子、野崎智義] 

 

ケ. 貪食を行う原虫に見出される膜輸送の多様化 

 赤痢アメーバにおいて病原因子の分泌や宿主細胞の貪

食など、膜輸送は病原性で重要な役割を担っている。ま

た赤痢アメーバや細胞性粘菌などのアメーバには、細胞

内輸送に関与する遺伝子の数が多細胞生物よりも多様化

していることが報告されていた。膜融合を調節する低分

子量GTPaseであるRabの数をゲノムが公開されている原

虫で検索したところ、単細胞の原虫（マラリア、トリパ

ノソーマ、ジアルジア、クリプトスポリジウム）では出

芽酵母とほぼ同等の数の Rab をコードしていた。Rab の

アミノ酸配列を元に細胞内局在を推定したところ、寄生

性原虫では輸送経路に単純化が起きていることが推測さ

れた。一方で貪食能がある原生生物（赤痢アメーバ、ト

リコモナス、テトラヒメナ、ゾウリムシ）では、ヒトや

高等植物よりもはるかに多い Rab がコードされていた。

これらの原虫では Rab だけでなく、細胞内輸送に関与す

る遺伝子全体が増幅していた。貪食という膜のダイナミ

クスを要する現象には、メンブレントラフィック全体の

遺伝子のレパートリーが増幅する必要であったと考えら

れる。 

[中野由美子、野崎智義、沼田治（筑波大）、中野賢太郎

（筑波大）] 

 

(3) フラスコ培養法による腸管寄生性微胞子虫

Encephalitozoon intestinalis に対するオゾンの不活

化効果の確認 

 Encephalitozoon intestinalis は腸管寄生性微胞子

虫であり水系感染症の重要な起因病原体の一つである。

前報では、BS-C-1 細胞を接着させた 24 穴プレートを用

いて同虫に対する殺菌剤等の不活化効果を調べ、オゾン

では 0.1 ppm・5 分、0.2 ppm・2 分の曝露により 99.9%

不活化が得られることを報告した（Jpn. J. Infect. 

Dis., 62, 413, 2009）。今回、同細胞接着 25 cm2 フラ

スコに、0.1 あるいは 0.2 ppm オゾンを曝露（0, 0.5, 1, 

2, 5, 10 分）させた胞子を接種後 0, 3, 10, 17, 24, 31

日目の培養上清中胞子数と 31 日目の細胞内 spore foci

数を測定した結果について分析したところ、0.1 ppm オ

ゾン 10 分曝露胞子、0.2 ppm オゾン 5および 10 分曝露

胞子で経過に伴い 31 日目まで数の曲線的減衰を認めた。

これらのフラスコには spore foci は不形成であった。

他の曝露条件では、24、31 日目に胞子数増加の立ち上

がりと spore foci の形成がみられた。その結果、胞子

数の曲線的減衰はオゾンによる同虫の不活化を反映し

たものと考えられた。フラスコ培養法による時間経過に

伴う上清中胞子数の減衰曲線解析と最終的に培養細胞

内 に 形 成 さ れ た spore foci 数 の 測 定 は 、 E. 

intestinalis 胞子に対する殺菌剤等の不活化効果を確

認する有用な方法と思われた。[朝倉登喜子、古屋宏二、

泉山信司、八木田健司] 

 

(4) トキソプラズマの病原機構・生物学・代謝学にかか

る研究 

ア．植物ホルモンジベレリン合成阻害薬によるトキソプ

ラズマの増殖阻害効果 

 我々は最近、トキソプラズマが植物ホルモンであるア

ブシジン酸を産生し、自身の増殖や分化の調節に用いて

いることを明らかにした。また、アピコンプレクス門に

属する原虫であるトキソプラズマやマラリア原虫がい

くつかの植物ホルモン阻害薬により増殖が阻害される

ことを示した。これらの結果はアピコンプレクス門原虫

がアブシジン酸以外の植物ホルモンを産生し、増殖の制

御に用いている可能性を示唆している。そこで本研究で

は、植物ホルモンの一種であるジベレリン生合成阻害剤

がトキソプラズマに与える影響について検討をおこな

った。 

 トキソプラズマのタキゾイトをジベレリン生合成阻害
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剤存在下で培養したところ、その分裂が阻害され、トキ

ソプラズマの増殖が著しく抑制された。この増殖抑制メ

カニズム解明のため、まず、ジベレリン生合成阻害剤処

理したトキソプラズマを電子顕微鏡解析により詳細に

観察した。すると、被処理トキソプラズマの lipid body

様の構造の増加と肥大、及び、トキソプラズマミトコン

ドリアの膨張とクリステの構造の崩壊が観察された。さ

らに、トキソプラズマのコレステロールの総量を測定し

たところ、被処理トキソプラズマでは、コレステロール

総量が通常の約２倍になっていた。一方、ナイルレッド

染色による蛍光顕微鏡観察では、被処理トキソプラズマ

は膜構造が染まらず、lipid body のみが強く染色され、

その数も増加していた。現在これらの現象がトキソプラ

ズマの分裂にどのように関わっているのかについて、解

析を進めている。[青沼宏佳、永宗喜三郎] 

 

イ．植物ホルモンサイトカイニンによるトキソプラズマ

の増殖制御機構の解明 

 サイトカイニンには植物が自然界で生合成しているも

のと人工合成されたものに大別でき、いずれも細胞分裂

の促進、光合成の活性化、葉緑体の分化・増殖といった

作用を持つことが知られている。そこでそれぞれのサイ

トカイニンをトキソプラズマの培養中に添加し、原虫の

増殖率を測定したところ、天然サイトカイニン

（trans-zeatin）は、高等植物の知見から期待されると

おり原虫の増殖が促進したが、合成サイトカイニン

（thidiazuron）は逆に原虫の増殖を阻害した。また高

等植物において、サイトカイニンはある種のサイクリン

の発現量を調節することで細胞周期を制御しているこ

とが知られている。そこで我々はトキソプラズマのゲノ

ム・データベースから全てのサイクリン様遺伝子を同定

し、それらのサイトカイニン添加による発現量の変化を

qPCR により経時的に観察した。その結果、ある特定の

サイクリンの発現量が trans-zeatin 処理により 1,000

倍以上上昇し、thidiazuron 処理により約 100 倍減少し

ていた。また、FACS による解析から、trans-zeatin は

原虫の細胞周期のうちG1期からG2期への移行を誘導し、

thidiazuron は逆に G2 期への移行を阻害していた。さ

らに通常原虫内に 1 つしか観察されないアピコプラス

トが trans-zeatin 処理によりその数が劇的に上昇し、

thidiazuron 処理により消失した。これらの結果からト

キソプラズマにおいて植物ホルモンであるサイトカイ

ニンは、ある特定のサイクリンの発現を制御することで、

原虫の細胞周期自体と、細胞周期の進行と厳密にリンク

しているアピコプラストの分裂のタイミングを調節し

ているものと考えられた。[Syed Bilal Ahmad Andrabi、

永宗喜三郎] 

 

ウ．宿主細胞 GPI がトキソプラズマ感染に与える影響の

解析 

 宿主側の GPI アンカーがトキソプラズマ感染に及ぼす

影響を調べるため、GPI アンカー生合成能欠失変異 CHO

細胞における原虫への感受性を野生株と比較した。その

結果、変異株は野生株に対して有意に感受性が上昇して

いた。また野生株と変異株では、原虫の宿主細胞への侵

入過程及び感染前期の増殖においては差が認められず、

感染後期の増殖のみに差が認められた。また、宿主細胞

からの脱出の過程にも差は認められなかった。これらの

ことから、宿主の GPI アンカーあるいは GPI アンカー型

蛋白質が、原虫の増殖のうち後期の増殖のみを特異的に

阻害している可能性が示唆された。 

 トキソプラズマ原虫は宿主細胞内での増殖の際、自身

の周囲に宿主のミトコンドリアや ER をリクルートして

くるという現象が知られている。そこでこれらの細胞内

における原虫の宿主ミトコンドリア・リクルート能を比

較したところ、明らかに変異株内でのリクルートが増加

していた。次にミトコンドリアや ER のリクルートメン

トの原因であると考えられているロプトリー蛋白質に

着目した。ロプトリー蛋白質は原虫の宿主侵入に先立ち、

独立した小胞（evacuole）として原虫から宿主細胞に注

入されることが知られている。原虫による ROP1 及び

ROP16 を含む evacuole 形成能を宿主の GPI の有無で比

較したところ、GPI 生合成能欠失変異株では明らかに

evacuole の形成が過剰になっていた。[田原美智留、永

宗喜三郎] 

 

(5) アピコンプレクサ特異的な膜輸送 

赤内期のマラリア原虫は寄生胞膜を介して赤血球細胞

質中のヘモグロビンをエンドサイトーシスし、栄養源を

摂取する。マラリア原虫のエンドサイトーシスには低分

子量GTPaseのPfRab5aが関与することが報告されている。

ゲノムの検索により、PfRab5 には３つのアイソタイプが

存在し、その中の PfRab5b は膜への結合が N末端のミリ

ストイル化に依存することが分かった。熱帯熱マラリア

だけでなく、ミリストイル化される Rab5b を持つ原虫は、

全てのマラリア原虫種に保存すると共に、他のアピコン

プレキサ（Toxoplasma gondii, Babesia bovis）にも保

存されていた。一方で、細胞内の Rab のレパートリーが

単純化したアピコンプレキサ(Theileria annulata, 
Cryptosporidium parvum)またはアルベオラータ生物群

に分類される繊毛虫（Tetrahymena thermophila, 
Paramecium tetraurelia）には Rab5 の多様化ならびに N

末端のミリストイル化は存在しなかった。熱帯熱マラリ

ア原虫における Rab5b の機能を解析するために、FCR3 株

のトロフォゾイト／スカイゾント期より cDNA を合成し、

クローニングを試みた。最も発現の高い PfRab5 アイソタ

イプは 5a であり、次に PfRab5c の発現が高かった。

PfRab5b は最も発現量が少ないもののトロフォゾイト／

スカイゾント期に発現していることが確認された。[中野

由美子、駒木—安田加奈子（国際医療センター）] 

 

2．蠕虫症の病原機構・生物学にかかる研究 

(1) 有鉤嚢虫システインプロテアーゼの in situ におけ

る発現様態の組織化学的解析 

有鉤嚢虫はヒトの脳など中枢神経系に寄生すると、癲

癇発作、麻痺、発語障害などの症状が見られ、嚢虫寄生

部位周辺の組織では、浮腫や炎症性細胞の集積が認めら

れる。これらの病理学的変化の原因として、有鉤嚢虫の

カテプシンＬ様システインプロテアーゼ（以下、カテプ

シンＬ）の関与が考えられている。カテプシン L は細胞

障害性の高いプロテアーゼであり、嚢虫液中に強い酵素

活性が検出されることから、嚢虫が変性、死滅する過程

において虫体より漏出し、これが周辺組織の浮腫など嚢

虫症の病態に関与することが示唆されている。 

このカテプシン L の組織内における局在は不明であっ

たので、カテプシン Lの細胞内局在性を解明するために、

有鉤嚢虫カテプシン L 特異的ペプチド抗体を作成し、こ

れを用いて免疫染色を行った。その結果、カテプシン L

は有鉤嚢虫においては、頭節の吸盤を構成する筋組織、

嚢胞壁の外層、内層、柔組織内に局在していた。一方、

成虫では、片節組織よりはむしろ子宮内虫卵、とりわけ

六鉤幼虫で強いシグナルが検出され、発生の早い時期か

らすでに発現していることが明らかになった。このこと

は虫卵から孵化した六鉤幼虫が組織に定着・侵入時にも
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カテプシン L が関与している可能性が示唆された。 

[山﨑浩、森有加、森嶋康之、杉山広、李远林・罗天鹏（雲

南省大理州血吸虫病防治研究所）、千葉厚郎（杏林大･医･

脳神経内科）] 

 

(2) チリ産裂頭条虫属幼虫プレロセルコイドの cox1 遺

伝子のハプロタイプ解析 

南米チリの南部に位置する Llanquihue 湖で捕獲され

たギンザケ（Oncorhynchus kisutch）の胃や筋肉から採

取された広節裂頭条虫(D. latum)と D. dendriticum の幼

虫（plerocercoid）、それぞれ 2、58 個体について cox1

遺伝子のハプロタイプ解析を行ったところ、広節裂頭条

虫のハプロタイプは同一で、多様性は認められなかった

が、D. dendriticum については、少なくとも 10 個の異

なるハプロタイプが検出され、特定のハプロタイプが優

占的に検出され、裂頭条虫の種によって個体群構造が異

なるという興味深い知見が得られた。 [山﨑浩、川中正

憲、荒川京子、森有加、加藤基恵（チリ大学歯学部）] 

 

寄生虫症依頼検査業務 
1．消化管寄生性原虫類および病原性アメーバ類の検査 

 海外渡航者および HIV 感染者を中心に、下痢症の確定

診断を目的として原因となる原虫の検査を行っている。

本年度は 69 検体を検査し、赤痢アメーバ、クリプトスポ

リジウム、ジアルジア、サイクロスポラを検出した。 

 また国内で発生するアメーバ性角膜炎ならびにアメー

バ性脳炎に関する検査診断を行っており、角膜擦過物、

コンタクトレンズ保存液等角膜炎関連の検体については

本年度 30 検体を検査し、アカントアメーバを検出あるい

は同定し、株の分離を行った。またアメーバ性脳炎に関

連しては 1 検体を検査した。 [八木田健司、泉山信司、

津久井久美子] 

 

I. 血清を用いた寄生虫抗体検査 

 線虫 8 種（ドロレス顎口虫、犬回虫、犬鉤虫、アニサ

キス、豚回虫、犬糸状虫、広東住血線虫）、条虫 4種（有

鉤嚢虫、マンソン弧虫、多包虫、単包虫）、吸虫 6種（ウ

ェステルマン肺吸虫、宮崎肺吸虫、肝蛭、肝吸虫、日本

住血吸虫、マンソン住血吸虫）の抗原を用いた抗体検査

が可能であり、通常は ELISA（酵素抗体法）を実施して

いるが、寄生虫症によって、dot-blot、 western blot

（有鉤嚢虫症、エキノコックス症）、あるいは虫体切片標

本を用いた免疫染色検査（旋尾線虫症）を行っている。

計 39 血清サンプルのうち、14 検体で特異抗体が検出さ

れた。内訳は肺吸虫症（5）、有鉤嚢虫症（4）、トキソカ

ラ症（3）、幼線虫移行症（1）、マンソン孤虫症（1）。 [山

﨑浩、森有加、杉山広、森嶋康之] 

 

II. 遺伝子解析による寄生虫分子同定 

自然排出あるいは駆虫された虫体、あるいはパラフィ

ン包埋標本中に見出された虫体の同定依頼が 20 件あり、

ミトコンドリアDNAのcox1遺伝子の解析結果に基づいて

種の同定を行った。20件の内訳は、日本海裂頭条虫（11）、

有鉤嚢虫（4）、無鉤条虫（1）、多包条虫（1）、有鉤条虫

（1）、鯨複殖門条虫（1）、アメリカ鉤虫（1）であり、傾

向としては、サケ･マスの刺身や寿司を好む日本人の食生

活習慣を反映して、日本海裂頭条虫症が多かった。また、

輸入症例として有鉤嚢虫症と無鉤条虫症、アメリカ鉤虫

症があった。特記すべきは、有鉤嚢虫症の 1 例は有鉤条

虫症との重複感染例であった。 [山﨑浩、森有加、杉山

広、森嶋康之] 

レファレンス業務 
I. 衛生微生物技術協議会・レファレンスセンター会議 

 第 30 回衛生微生物技術協議会において寄生虫に関す

るレファレンスセンター会議を行った。食品媒介寄生蠕

虫症の現況と対応気候、環境変化に伴う寄生虫症の変容、

プール等で感染する可能性のある寄生虫症、赤痢アメー

バ症の現状と検査体制を中心とした話題を提供し議論し

た。（2009 年 7 月 9-10 日、堺市） 

[八木田健司、山﨑浩、杉山広、大前比呂思、野崎智義] 

 

II. 原虫類のリファレンス活動 

 感染研および外部共同研究機関（医療機関、地方衛生

研究所等）の行う調査研究から得られる材料をもとに各

種原虫類の分離株の収集を行っている。具体的には分離

株の遺伝子型を調べ、その結果を共同研究者側に還元す

るとともに、固定標本、DNA あるいは培養可能な場合は

病原体として保存を行っている。[八木田健司、泉山信司] 

 

研修 
I. 平成 21 年度希少感染症診断技術研修会において、ト

キソプラズマ症の最近の話題について講義した。（2010

年 2 月 25−26 日）[永宗喜三郎] 

 

II. 平成 21 年度水道クリプトスポリジウム試験法実習

（国立保健医療科学院主催）にて、水道原水からのクリ

プトスポリジウム、ジアルジア検出の実習を行った。そ

の他、地研からの要請に対して適宜行った。[八木田健

司、泉山信司] 

 

III. 平成 21 年度細菌研修コース（国立保健医療科学院

主催）にて、寄生性原虫類概論ついて講義した。[八木

田健司] 

 

IV. JICA 中米血液スクリーニングコースの受講生に対し

て、LAMP法による遺伝子検査法の講義と実習を行った。

[大前比呂思、泉山信司、布施晃（血液・安全性研究部）] 

 

V. 平成 21 年度新興再興感染症希少感染症研究会にて、

全国の地方衛生研究所などの職員･技師約 180 名を対象

に、｢トキソカラ症とイヌ糸状虫症｣に関する講演を行っ

た（2010 年 2 月 26 日、感染研･村山庁舎） [山﨑浩] 

 

VI. 国立保健医療科学院・食肉衛生検査研修コースにて、

「旋毛虫病その他の寄生虫病」について講義を行った

（2009 年 7 月 13 日、国立保健医療科学院） [川中正憲] 

 

VII. 国立感染症研究所・医師卒後臨床研修プログラム 

 「臨床や公衆衛生の現場で問題となる寄生虫症の考え

方」に関する研修を行った。[大前比呂思] 

 

VIII. Field Epidemiology Training Program（FETP） 

 初期研修に協力し、｢国際的な寄生虫症対策と疫学の変

化｣に関する研修を行った。[大前比呂思] 

 

IX. 国際協力機構（JICA）のアフリカ向け研修コース 

 地域保健システム強化による感染症対策に協力して、

｢寄生虫症のサーベイランスと対策｣に関する研修を行っ

た。[大前比呂思] 
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国際協力関係業務 
I.  中国科学院生態環境研究所クリプトスポリジウム実

習 

 試料機材用意、実習講義等の各種協力を行った。[泉山

信司、遠藤卓郎（細菌第一部）、黒木俊郎（神奈川県衛生

研究所）、浅見真理（国立保健医療科学院水道工学部）] 

 

II. 国際的な寄生蠕虫症対策への貢献 

 WHO は、世界的にみて感染者が多いのにも関わらず、

今まであまり注目を集めてこなかった感染症を 

Neglected Tropical Diseases(NTDs)とし、最近その対策

に力を入れている。NTDs 対策のうち、特に寄生蠕虫症対

策に着目した WHO 主催の TDR Regional Consultation in 

Infectious Diseases of Poverty in Asian Countries

とアジア開発銀行が主催する Evaluation of parasitic 

diseases control programs in Mekong region に招聘さ

れ、治療的介入でメコン住血吸虫症が制圧される可能性

と、免疫血清検査を住血吸虫低浸淫地でコントロールの

指標として用いる意義について報告した。会議では、多

くの寄生蠕虫症対策で治療的介入を中心とした成果があ

がる一方、従来の疫学的指標の限界が明らかになってい

る問題点を共有し、今後のモニタリング手法に対する研

究の重要性を確認して、他の参加者とともに報告書を作

成した。[大前比呂思] 

 

III. アジアにおけるマラリアの疫学と対策に関する共

同研究と情報共有の促進 

アジア諸国の研究機関とのネットワークを強化し、情

報や研究成果の共有をさらに進めるため、2011 年１月 29

～31 日には、11 カ国から 14 の研究機関の参加を得て、

中国寄生虫症研究所、中国 CDC と国立感染症研究所が共

催する第２回アジア・太平洋地域三日熱マラリア国際会

議（The 2nd International Conference on Vivax malaria 

in Asia and Pacific area ）を上海で開いた。参加国・

参加地域におけるマラリアの流行状況や対策に関する情

報交換を進めるとともに、2008 年の前回国際会議で重点

的に研究を進める分野とされた、三日熱マラリアにおけ

る臨床診断・迅速診断法の意義・LAMP 法のフィールド応

用・プリマキン集団治療の効果などの項目については、

詳細な報告と討議がなされた。そのうち、三日熱マラリ

ア診断に関する迅速診断キットの限界については、ソロ

モン諸島での実例に即して報告した。[大前比呂思、湯林

華（中国寄生虫症研究所）] 

 

IV.メコン川流域における住血吸虫症対策への協力 

 ラオス・カンボジア国境付近のメコン川中流域に拡が

るメコン住血吸虫症対策に協力した。カンボジアの浸淫

地であるクラチエ省では、プラジカンテルの集団治療の

継続の結果、2004 年以降新規感染者がゼロの状態が続い

ていたが、2009 年にメコン住血吸虫卵抗原による免疫血

清検査（ELISA）を実施した 8 村落で、抗体陽性率は 6.7%

～72.5%を示した。高い抗体陽性率を示した 2 村落では

７％の児童に糞便内虫卵が確認された。メコン住血吸虫

浸淫地では、未だ感染の機会が多い地域が点在している

が、免疫血清検査よるモニタリングは、住血吸虫症対策

の進展の中で部分的に残った高リスク地域の検出に有用

なことがわかった。 [大前比呂思、千種雄一（獨協医大）、

桐木雅史（獨協医大）、Duon Socheat(National Center for 

Control of Malaria and Vector Borne Diseases) ] 
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